「ものづくり現場改善塾」講師紹介

第１講　ものづくりとは？

（ものづくりの基礎概念／よい流れづくり／競争力／プロセス分析）

伊 藤　雄 三 （いとう ゆうぞう） 氏

山形大学大学院ものづくり技術経営学専攻（MOT）修士。米国系精密フィルターメーカーの米沢工場設立から日本法人の管理統括を代表取締役工場長として30年以上勤務。製造部門の管理から管理会計、人事を含む経営全般、工場全体のマネジメント、とくにLean生産の実践を行う。ものづくりシニア塾1期生。現在、企業の経営アドバイザー、コンサルティングを行う傍ら各地の地域スクールの講師を務める。

----------------------------------------------------------------------------

第２講　コストと生産性

（作業分析／標準作業時間／作業管理とムダ除去／IE）

浅 野　邦 明 （あさの くにあき） 氏

日産自動車(株)の工場で、IE技術を機軸に標準時間設定・能率管理、改善及び原価・VA等の業務に従事。製造現場だけでなく、購買分野にも活動範囲を広げ、国内のみならず海外のサプライヤー体質改善活動・部品原価低減活動、海外拠点の研修生に対する教育なども実施してきた。2005年 東京大学ものづくりインストラクター養成スクールを1期生として修了。現在は群馬、延岡、福井等でものづくり改善インストラクタースクールなどの講師を勤める他、中小企業の改善に従事。

----------------------------------------------------------------------------

第３講　リードタイムの短縮

（納期・工程・在庫管理）

堀 井　　 求 （ほりい もとむ） 氏

キヤノン(株)生産調査部で「ムダ取り改善活動」指導。東京大学ものづくりインストラクター養成スクール第2期修了。現在、ものづくりにおける「よどみのない流れづくり」をモットーに中小企業の現場改善、工場体質強化活動を支援中。長岡ものづくり現場改善インストラクター養成スクール、いばらき生産性向上人材育成スクール、東京都生産性革新スクール等の講師を務めている。

----------------------------------------------------------------------------

第４講　品質管理／不良削減

（QC7つ道具／5S）

井 本　達 美 （いのもと たつみ） 氏

東洋運搬機(株)、富士ゼロックス(株)において生産技術や治具・設備設計等に従事。新入社員および社内教育コースで機械加工実践教育を主催。東京大学ものづくりインストラクター養成スクール第2期修了。 2012年富士ゼロックス(株)定年退職後、2016年まで再雇用、後進の指導に当たる。現在、東京都生産性革新スクールの講師、現場実習指導を担当。
----------------------------------------------------------------------------

第５講　ものと情報の流れ図

（ものと情報の流れ図の作り方と課題発見）

国 谷　晃 雄 （くにや あきお） 氏

キヤノン(株)で取手工場生産技術部長として生産技術面の基礎作りを推進。阿見工場にてキヤノンの生産革新導入の基礎作りを行った。その後中国、珠海キヤノン事務機工場長を務めた。東京大学ものづくりインストラクター養成スクール（1期生）を修了し、現在は国内外で工場革新活動を指導する。茨城県中小企業振興公社のテクノインストラクター、群馬ものづくり改善インストラクタースクール講師、長岡ものづくりインストラクター養成スクール講師。
